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は
じ
め
に

　
歌
川
広
重
の
代
表
作
で
、
浮
世
絵
の
人
気
作
品
と
し
て
も

知
ら
れ
る
「
東
海
道
五
十
三
次
」（
天
保
四
〈
一
八
三
三
〉

年
頃
刊
行
、
以
下
「
保
永
堂
版
」）
は
、
風
景
画
を
浮
世
絵

の
新
し
い
画
題
と
し
て
定
着
さ
せ
た
画
期
的
な
作
品
群
で

す
。
こ
の
作
品
が
世
に
出
た
後
、
東
海
道
物
は
揃
物
の
定
番

と
し
て
、
何
度
も
趣
向
を
変
え
て
作
ら
れ
ま
し
た1
。

　

こ
の
保
永
堂
版
が
大
ヒ
ッ
ト
し
た
理
由
と
し
て
は
、

五
十
五
枚
と
い
う
大
部
の
連
作
で
あ
っ
た
こ
と
と
、
名
所
図

会
な
ど
の
地
誌
や
葛
飾
北
斎
の
浮
世
絵
「
東
海
道
五
十
三

次
」、
あ
る
い
は
十
返
舎
一
九
の
滑
稽
本
『
東
海
道
中
膝
栗

毛
』
や
『
方む

だ言
修し

ゅ
ぎ
ょ
う行

金か
ね
の
わ
ら
じ

草
鞋
』
な
ど
の
先
行
作
を
通
じ
て
、

各
地
の
風
俗
や
習
慣
を
知
り
、
旅
へ
の
憧
れ
を
持
つ2

人
々

に
向
け
た
、
疑
似
体
験
に
も
似
た
、
見
て
楽
し
ん
で
読
み
解

け
る
魅
力
が
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
し
か
し
、
わ
ず
か
で
す
が
描
か
れ
た
場
所
が
わ
か
ら
な
い

作
品
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
つ
に
、
風
に
飛
ば
さ
れ
た
菅
笠

を
追
い
か
け
る
旅
人
を
描
く
「
四
日
市
三
重
川
」（
図
１
、

以
下
「
三
重
川
の
図
」）
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
絵
に
描
か
れ
た
場
所
は
、
一
般
的
に
は
東
海
道
が
通

る
三
滝
橋
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
筆
者
は
四
日
市
に
あ
る
博

物
館
の
学
芸
員
と
し
て
、
こ
の
絵
の
場
所
に
関
す
る
質
問
を

多
く
の
人
か
ら
幾
度
も
受
け
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
本
当
に
そ

う
な
の
か
と
い
う
疑
問
を
感
じ
る
人
が
多
い
こ
と
の
現
れ
だ

と
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
描
か
れ
た
場
所
と
、
こ
の
場
所
を

描
い
た
理
由
に
つ
い
て
考
察
を
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

描
か
れ
た
場
所
を
探
る

　
ま
ず
は
、
一
般
的
に
考
え
ら
れ
て
い
る
三
滝
橋
説
に
つ
い

て
、
な
ぜ
こ
れ
が
定
説
と
な
っ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
確
認

し
て
お
き
ま
す
。

　
大
正
七
（
一
九
一
八
）
年
に
東
京
の
出
版
社
、
東
光
園
か

ら
発
行
さ
れ
た
写
真
集
『
東
海
道 

広
重
画
五
十
三
次
現
状

写
真
対
照
』（
編
集
・
発
行 

秋
好
善
太
郎
）
は
、
保
永
堂
版

で
広
重
が
描
い
た
場
所
を
当
時
に
求
め
、
広
重
の
構
図
に
近

づ
け
た
ア
ン
グ
ル
で
撮
影
し
た
、
い
わ
ば
東
光
園
版
五
十
三

次
で
す
。

　
こ
の
中
で
四
日
市
は
、
上
流
か
ら
三
滝
橋
を
写
し
、
無
理

や
り「
三
重
川
の
図
」の
構
図
に
近
づ
け
て
い
ま
す（
図
２
）。

図１「東海道五十三次之内四日市三重川」（館蔵、日本トランスシティ
寄贈）

図２　『東海道 広重画五十三次現状写真対照』四日市（館蔵）
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無
理
や
り
と
い
う
の
は
、
実
際
の
東
海
道
は
三
滝
橋
の
左
右

（
南
北
方
向
）
に
伸
び
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
河
原
に

降
り
る
坂
道
（
西
向
き
）
と
つ
な
げ
て
東
海
道
に
見
せ
よ
う

と
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
し
か
し
こ
れ
は
、
そ
う
す
る
よ
り

他
な
か
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

　
四
日
市
の
写
真
の
説
明
に
は
「（
前
略
）
さ
て
広
重
の
図

に
註
し
て
三
重
川
と
あ
れ
ど
も
今
日
四
日
市
に
は
此
の
名
称

の
川
な
け
れ
ば
恐
ら
く
は
三
滝
川
の
誤
り
な
る
べ
し
と
想
像

せ
ら
る
。
此
の
辺
り
今
や
何
等
当
年
の
俤

お
も
か
げの

認
め
得
ら
る
る

な
く
橋
の
南
北
人
家
建
並
び
全
く
其
の
面
目
を
一
新
し
た

題　名 風　景 分類
1 日本橋 朝之景 日本橋を南詰から描く 街道 橋
2 品川 日之出 宿場入口と品川沖を江戸側から描く 宿場町
3 川崎 六郷渡舟 宿場の手前、六郷川の舟渡しを江戸側から描く 街道 川
4 神奈川 台之景 宿場のある高台を江戸側から描く 宿場町
5 保土ヶ谷 新町橋 宿場入口の帷子川にかかる板橋を江戸側から描く 宿場町 橋
6 戸塚 元町別道 宿場内、鎌倉道との分岐にある橋を江戸側から描く 宿場町 橋
7 藤沢 遊行寺 宿場内、境川に架かる板橋を京都側から描く 宿場町 橋
8 平塚 縄手道 宿場出口の東海道と花水橋を江戸側から描く 街道
9 大磯 虎ヶ雨 宿場入口を江戸側から描く 宿場町
10 小田原 酒匂川 宿場の手前、酒匂川の川越しを江戸側から描く 街道 川
11 箱根 湖水図 宿場の手前、元箱根に向かう東海道を京都側から描く 街道
12 三島 朝霧 宿場内、三島大明神の鳥居前を江戸側から描く 宿場町
13 沼津 黄昏図 宿場入口の狩野川沿いの東海道を江戸側から描く 宿場町
14 原 朝之富士 宿場を過ぎて、富士山の見える街道を、江戸側から描く 街道
15 吉原 左富士 宿場の手前、依田橋、今泉の東海道を江戸側から描く 街道
16 蒲原 夜之雪 宿場内、夜の雪と町並みを描く 宿場町
17 由比 薩埵嶺 宿場を過ぎて、峠から見える富士山を京都側から描く 街道
18 奥津 興津川 宿場の手前、興津川の歩行渡しを上流側から描く 街道 川
19 江尻 三保遠望 宿場を過ぎて、東海道から清水湊と三保松原を描く 風景
20 府中 安部川 宿場を過ぎて、安倍川の歩行渡しを江戸側から描く 街道 川
21 丸子 名物茶店 宿場はずれにあるとろろ茶屋を江戸側から描く 街道
22 岡部 宇津之山 宿場の手前、宇津谷峠を京都側から描く 街道
23 藤枝 人馬継立 宿場内の問屋場を描く 宿場町
24 嶋田 大井川駿岸 宿場を過ぎて、大井川の川越しを江戸側から描く 街道 川
25 金谷 大井川遠岸 宿場の手前、大井川の川越しを江戸側から描く 街道 川
26 日坂 佐夜ノ中山 宿場の手前、大向村の夜泣石を京都側から描く 街道
27 掛川 秋葉山遠望 宿場を過ぎて、大池川にかかる大池橋を江戸側から描く 街道 橋
28 袋井 出茶屋ノ図 宿場入口の出茶屋を京都側から描く 街道
29 見附 天竜川図 宿場を過ぎて、天竜川の舟渡しを江戸川から描く 街道 川
30 浜松 冬枯ノ図 宿場入口にあるざざんざの松あたりを江戸側から描く 街道
31 舞坂 今切真景 宿場を過ぎて、渡船場と浜名湖を江戸川から描く 街道
32 荒井 渡舟ノ図 宿場の手前、渡船場到着前の渡舟を江戸側から描く 街道 海
33 白須賀 汐見阪図 宿場の手前、汐見坂を京都側から描く 街道
34 二川 猿ヶ馬場 宿場の手前、境宿新田の立場を江戸側から描く 街道
35 吉田 豊川ノ橋 吉田城と豊川橋（吉田橋）を江戸側から描く 街道 橋
36 御油 旅人留女 宿場内の旅籠屋の家並みを描く 宿場町
37 赤阪 旅舎招婦ノ図 宿場内の旅籠屋の内部を描く 宿場町
38 藤川 棒鼻ノ図 宿場入口を京都側から描く 街道
39 岡崎 矢矧之橋 宿場を過ぎて矢作橋と岡崎城を京都側から描く 街道 橋
40 池鯉鮒 首夏馬市 宿場手前の東海道脇にある松林での馬市を描く 風景
41 鳴海 名物有松絞 宿場の手前、有松村の家並みを京都側から描く 宿場町
42 宮 熱田神事 熱田神宮一の鳥居か浜鳥居で祭りの様子を描く（不詳） その他
43 桑名 七里渡口 宿場入口、七里の渡し場を描く 宿場町 海
44 四日市 三重川 三重川の河口部に架かる橋を描く（不詳） その他 橋
45 石薬師 石薬師寺 宿場を過ぎた石薬師寺を京都側から描く 宿場町
46 庄野 白雨 宿場手前、鈴鹿川の土手を通る場所を江戸側から描く 街道
47 亀山 雪晴 京口御門（宿場出口）へ登る東海道を京都側から描く 街道
48 関 本陣早立 宿場の本陣内部の光景（伊藤本陣、川北本陣のいずれか） 宿場町
49 阪之下 筆捨嶺 宿場の手前、藤ノ棚立場と筆捨山を京都側から描く 街道
50 土山 春之雨 宿場の手前、田村川を渡る板橋を江戸側から描く 街道 橋
51 水口 名物干瓢 宿場前後の東海道沿いの村を描く（不詳） 街道
52 石部 目川ノ里 宿場を過ぎて目川立場を京都側から描く 街道
53 草津 名物立場 宿場を過ぎて矢倉村の立場にある姥が餅屋を描く 街道
54 大津 走井茶店 宿場、逢坂山を過ぎて走井立場を江戸側から描く 街道
55 京師 三条大橋 三条大橋と東山 街道 橋

り
。」（
ふ
り
が
な
は
筆
者
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
ま
ず
三
重

川
は
三
滝
川
の
誤
り
と
考
え
、
東
海
道
が
三
滝
橋
を
南
北
に

通
っ
て
い
る
こ
と
も
わ
か
っ
た
う
え
で
、「
三
重
川
の
図
」

の
構
図
に
近
づ
け
た
の
だ
ろ
う
と
推
測
し
ま
す
。

　

こ
の
写
真
が
示
し
て
い
る
の
は
、
大
正
時
代
の
三
滝
橋3

を
記
録
と
し
て
残
し
た
と
い
う
こ
と
と
、
こ
の
本
が
出
版
さ

れ
た
当
時
、「
三
重
川
の
図
」
の
場
所
が
不
明
だ
っ
た
と
い

う
こ
と
で
す
。
し
か
し
こ
の
本
の
影
響
も
あ
っ
て
か
、
こ
の

後
「
三
重
川
の
図
」
の
場
所
を
、
三
滝
橋
と
考
え
る
人
が
増

え
た
と
考
え
ら
れ
ま
す4
。

　
「
三
重
川
の
図
」
の
場
所
を
考
察
す
る
前
に
、
保
永
堂
版

五
十
五
枚
に
描
か
れ
た
風
景
に
つ
い
て
確
認
し
ま
す
。

保
永
堂
版
で
広
重
が
描
い
た
も
の

　
江
戸
日
本
橋
か
ら
京け

い
し師

三
条
大
橋
ま
で
五
十
五
枚
の
作
品

に
描
か
れ
た
題
材
を
、
宿
場
町
を
描
い
た
も
の
（
宿
場
町
）、

東
海
道
を
描
い
た
も
の
（
街
道
）、
東
海
道
は
描
か
ず
道
中

で
見
え
る
風
景
を
描
い
た
も
の
（
風
景
）、
東
海
道
と
は
無

表１　保永堂版東海道五十三次に描かれた風景
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関
係
の
も
の（
そ
の
他
）の
四
分
類
に
し
た
の
が
表
１
で
す
。

　
こ
れ
を
見
る
と
、
街
道
を
描
い
た
も
の
が
三
十
五
枚
と
圧

倒
的
に
多
く
、
続
い
て
宿
場
町
十
六
枚
、
風
景
二
枚
、
そ
の

他
二
枚
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
五
十
五
枚
の
作
品
の
中
で
、
橋
が
目
立
っ
て
描
か
れ
た
も

の
は
十
枚
。そ
の
う
ち
橋
の
名
が
題
名
と
な
っ
て
い
る
の
は
、

日
本
橋
朝
之
景
、
保
土
ヶ
谷
新
町
橋
、
吉
田
豊
川
ノ
橋
、
岡

崎
矢
矧
之
橋
、
京
師
三
条
大
橋
の
五
枚
で
す
。
保
土
ヶ
谷
以

外
の
橋
は
世
に
知
ら
れ
た
橋
で
あ
り
、
画
題
と
な
る
の
も
納

得
で
す
。
逆
に
橋
の
名
が
付
か
な
い
五
枚
は
、
戸
塚
元
町
別

道
、
藤
沢
遊
行
寺
、
掛
川
秋
葉
山
遠
望
、
四
日
市
三
重
川
、

土
山
春
之
雨
で
す
。
こ
れ
ら
は
、
単
に
橋
の
あ
る
風
景
を
趣

あ
る
も
の
と
し
て
描
い
た
と
考
え
ま
す
。

　
東
海
道
の
経
路
と
な
る
川
や
海
が
描
か
れ
て
い
る
も
の
で

橋
の
な
い
物
は
、
川
崎
六
郷
舟
渡
、
小
田
原
酒
匂
川
、
興
津

興
津
川
、
府
中
安
部
川
、
嶋
田
大
井
川
駿
岸
、
金
谷
大
井
川

遠
岸
、
見
附
天
竜
川
図
、
荒
井
渡
舟
ノ
図
、
桑
名
七
里
渡
口

の
九
枚
で
す
。

　
東
海
道
を
描
い
た
三
十
五
枚
の
中
で
、
舟
渡
し
、
歩か

ち行
渡

し
が
目
立
つ
の
は
、
そ
れ
が
旅
に
お
い
て
極
め
て
印
象
深
い

行
為
だ
か
ら
で
し
ょ
う
。
同
様
に
橋
を
描
く
場
合
も
、
構
造

物
と
し
て
の
大
き
さ
、
長
さ
が
特
に
印
象
的
で
、
名
所
と
な

り
得
る
か
ら
で
し
ょ
う
。
長
大
な
橋
自
体
が
名
所
（
画
題
）

に
な
る
と
い
う
当
時
の
当
た
り
前
な
感
覚
は
、
至
る
所
に
橋

が
あ
り
、
そ
の
便
利
さ
に
気
づ
く
こ
と
も
稀
な
現
代
人
に
は

盲
点
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
橋
を
描
い
た
場
合
は
、
題
名
に
橋
の
名
を
記
す
こ
と
が
多

く
、
四
日
市
の
よ
う
に
橋
を
描
い
て
い
る
の
に
、
三
重
川
と

記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
描
か
れ
た
橋
が
名
も
な
き
橋
だ
っ
た

か
ら
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
川
の
名
が
題
名
と
さ
れ
る
七
枚
の

う
ち
、「
三
重
川
の
図
」
以
外
は
、
橋
が
な
く
、
徒
歩
渡
し

や
舟
渡
し
で
あ
る
こ
と
も
、「
三
重
川
の
図
」
が
他
に
は
な

い
特
別
な
事
情
を
持
っ
て
い
る
の
で
は
と
窺
わ
せ
ま
す
。

「
三
重
川
の
図
」
の
場
所
は
ど
こ
か

　
そ
れ
で
は
、当
時
の
絵
画
資
料
を
も
と
に
、「
三
重
川
の
図
」

の
場
所
が
四
日
市
の
ど
こ
に
あ
る
の
か
を
探
っ
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
表
１
で
み
た
と
お
り
、
保
永
堂
版
は
そ
の
多
く
が
東
海
道

そ
の
も
の
（
宿
場
を
含
む
）
と
東
海
道
か
ら
見
え
る
風
景
を

描
い
て
い
ま
す
。そ
れ
は
旅
人
で
賑
わ
う
光
景
で
あ
っ
た
り
、

夜
や
雨
、
雪
な
ど
で
閑
散
と
し
た
街
道
で
あ
っ
た
り
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
に
旅
籠
、
問
屋
場
、
茶
店
、
松
並
木
、
道
標

な
ど
の
東
海
道
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
記
号
と
も
い
う
べ
き
モ

チ
ー
フ
や
、
名
所
旧
跡
と
し
て
知
ら
れ
る
風
景
を
描
き
こ
む

こ
と
で
、東
海
道
の
情
景
を
表
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、「
三

重
川
の
図
」
は
有
名
な
場
所
で
も
な
け
れ
ば
、
東
海
道
の
記

号
と
な
る
よ
う
な
モ
チ
ー
フ
も
描
か
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
「
三
重
川
の
図
」
は
、
陰
刻
で
「
三
重
川
」
と
彫
り
込
ん

だ
瓢
箪
形
の
印
が
押
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
四
日
市
三

重
川
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
（
図
３
）。
三
重
川
は
、
現

在
の
三
滝
川
の
こ
と
で
す
が
、
地
元
で
は
三
重
川
と
は
言
い

ま
せ
ん
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
三
滝
川
を
三
重
川
と
し
て
い

る
の
は
、『
東
海
道
名
所
図
会
』や『
伊
勢
参
宮
名
所
図
会
』（
い

ず
れ
も
寛
政
九
〈
一
七
九
七
〉
年
刊
）
に
四
日
市
の
名
所
の

一
つ
と
し
て
記
さ
れ
て
お
り5
、
広
く
知
ら
れ
て
い
た
か
ら

と
考
え
ま
す
。
つ
ま
り
、
地
元
で
は
馴
染
み
の
な
い
名
前
で

あ
っ
て
も
、
当
時
の
江
戸
を
は
じ
め
と
す
る
都
市
部
に
住
む

人
々
に
は
、
こ
れ
ら
版
本
に
よ
っ
て
三
重
川
と
し
て
認
知
さ

れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
す
。

　
「
三
重
川
の
図
」
の
小
さ
な
板
橋
は
、
こ
の
三
重
川
に
架

か
る
橋
と
思
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
は
東
海
道
が
三

滝
川
を
ま
た
ぐ
三
滝
橋
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、

保
永
堂
版
の
約
三
十
年
前
に
描
か
れ
た
幕
府
作
成
の
「
東
海

道
分ぶ

ん
け
ん間
延の

べ
絵
図
」（
図
４
、
文
化
三
〈
一
八
〇
六
〉
年
完
成
、

以
下
「
延
絵
図
」）
を
見
る
と
、
三
滝
橋
は
大
き
な
土
橋
と

し
て
描
か
れ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、
こ
こ
で
は
川
の
名
前

は
「
御4

滝
川 

一
名
三
重
川
」（
傍
点
筆
者
）
と
記
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
ほ
か
の
史
料
か
ら
も
三
滝
橋
は
長
さ
が
五
十
間

（
約
九
十
メ
ー
ト
ル
）
ほ
ど
も
あ
る
大
橋
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
っ
て
お
り6
、
広
重
が
描
い
た
よ
う
な
小
さ
な
板
橋
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
土
橋
と
板
橋
は
、
橋
板
に
土
を
被
せ
る
か
、
板
の
ま
ま
か

の
違
い
で
す
が
、
土
橋
の
ほ
う
は
橋
板
に
土
を
被
せ
る
た
め

構
造
的
に
も
頑
丈
に
作
ら
れ
、耐
久
性
は
板
橋
よ
り
上
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
東
海
道
に
も
板
橋
は
あ
り
ま
す
が
、
橋
幅
が
少

な
く
と
も
二
間（
約
三・六
メ
ー
ト
ル
）程
度
は
必
要
で7
、「
三

重
川
の
図
」
に
描
か
れ
る
小
さ
な
板
橋
は
、
東
海
道
の
よ
う

図３　瓢箪形の中に「三重川」
の白文
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な
通
行
の
多
い
道
に
架
か
る
橋
に
は
見
え
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
「
三
重
川
の
図
」
の
場
所
は
東
海
道

で
は
な
い
と
考
え
ま
す
。

　
次
に
東
海
道
か
ら
見
え
る
風
景
と
し
て
描
か
れ
た
可
能
性

を
探
り
ま
す
。

　
描
か
れ
て
い
る
の
は
川
に
迫
り
出
し
た
細
い
道
と
、
そ
れ

に
続
く
小
さ
な
板
橋
。
板
橋
の
手
前
に
は
小
舟
、
細
い
道
の

向
こ
う
に
は
葦
原
、
そ
の
先
に
は
民
家
の
屋
根
と
舟
の
帆
柱

が
見
え
ま
す
。
こ
れ
ら
の
風
景
か
ら
導
き
出
せ
る
場
所
は
、

海
に
近
い
河
口
部
、
あ
る
い
は
四
日
市
湊
の
周
辺
と
な
る
で

し
ょ
う
。
東
海
道
は
河
口
部
の
上
流
（
西
側
）
お
よ
そ
一
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
の
地
点
を
通
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
描
か
れ
た
風

景
を
東
海
道
か
ら
直
接
見
る
こ
と
は
不
可
能
で
す
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、「
三
重
川
の
図
」
の
場
所
は
、
東
海

道
で
も
な
く
、
ま
た
東
海
道
か
ら
見
え
る
風
景
で
も
な
い
と

言
え
ま
す
。

候
補
と
な
る
場
所

　
こ
こ
で
「
三
重
川
の
図
」
の
場
所
に
関
し
て
、
こ
れ
ま
で

考
え
ら
れ
て
き
た
説
を
、
旧
四
日
市
を
語
る
会
代
表
の
岡
野

繁
松
氏
の
論
考
「
広
重
の
描
く
四
日
市
を
歩
く8

」
か
ら
紹

介
し
ま
す
。

　
　
三
滝
橋
…
四
日
市
の
三
滝
川
に
架
か
る
東
海
道
の
橋

　
　
開
栄
（
湊
）
橋
…
四
日
市
の
阿
瀬
知
川
に
架
か
る
浜
往　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
還
の
橋

　
　
長ち

ょ
う
だ田

橋
…
日
永
の
長
田
川
に
架
か
る
東
海
道
の
橋

　
　
内
部
橋
…
小
古
曽
の
内
部
川
に
架
か
る
東
海
道
の
橋

　
　
海
蔵
橋
…
東
阿
倉
川
の
海
蔵
川
に
架
か
る
東
海
道
の
橋

　
こ
れ
ら
の
説
は
、
根
拠
と
な
る
史
料
が
な
い
か
、
あ
っ
た

と
し
て
も
現
在
で
は
確
認
で
き
な
い
も
の
に
依
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
う
え
で
岡
野
氏
は
「
広
重
は
四
日
市
乗
り
と
言
わ

れ
て
い
た
四
日
市
湊
を
表
そ
う
と
し
て
、
海
岸
筋
を
描
い
た

の
は
ま
ち
が
い
な
い
で
あ
ろ
う
」、「
広
重
は
湊
橋
（
現
、
開

栄
橋
）
を
描
き
、
当
時
那
古
の
浦
と
称
し
て
い
た
辺
り
の
農

家
と
船
を
あ
し
ら
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
彼
は
こ
の

あ
た
り
の
川
が
三
重
川
（
三
滝
川
）
に
あ
た
る
と
思
い
、
そ

の
名
を
使
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。」
と
推
論
さ
れ
た
。

　
筆
者
も
こ
の
推
論
に
概
ね
賛
成
し
ま
す
。

　
な
お
、
岡
野
氏
の
論
考
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
氏

が
主
宰
す
る「
旧
四
日
市
を
語
る
会
」が
平
成
八（
一
九
九
六
）

年
五
月
十
九
日
に
実
施
し
た
イ
ベ
ン
ト
、「
広
重
の
描
く
四

日
市
を
歩
く
」
で
し
た
。
約
六
十
人
の
参
加
者
と
共
に
、
絵

の
舞
台
と
考
え
ら
れ
る
複
数
の
場
所
で
、
郷
土
史
家
や
参
加

者
が
思
い
思
い
の
説
を
語
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。
筆
者
も

こ
の
日
、
招
か
れ
て
自
説
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
ま
で
筆
者
は
、「
三
重
川
の
図
」
の
場
所
を
探
す
こ

と
に
特
段
興
味
を
持
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
は
、
描

か
れ
た
場
所
は
あ
り
ふ
れ
た
風
景
で
あ
り
、
場
所
を
特
定
で

き
そ
う
な
も
の
も
な
く
、
そ
の
う
え
、
広
重
が
イ
メ
ー
ジ
だ

け
で
描
い
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
と
考
え
て
い
た
か
ら
で
し

た
。
し
か
し
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
多
く
の
方
が
申
し
込
ま
れ

た
こ
と
を
聞
き
、
き
ち
ん
と
調
べ
て
み
よ
う
と
思
い
直
し
ま

し
た
。
そ
し
て
イ
ベ
ン
ト
当
日
、
あ
の
絵
の
場
所
は
三
滝
橋

で
は
な
い
こ
と
と
、
確
証
は
な
い
も
の
の
湊
（
海
）
に
近
い

所
だ
ろ
う
と
話
し
ま
し
た
。
業
務
の
都
合
で
、
午
前
中
だ
け

の
参
加
で
し
た
が
、
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
熱
い
思
い
を
十

分
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
時
の
様
子
や
、
イ

ベ
ン
ト
後
に
寄
せ
ら
れ
た
参
加
者
各
自
の
考
察
な
ど
は
『
旧

四
日
市
を
語
る
第
八
集9
』
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
四
日
市
郷
土
史
研
究
会
会
長
の
椙
山
満
氏
も
「
東

海
道
四
百
年　

広
重
の
旅
情
、
浜
風
吹
く
四
日
市10

」
の
中

で
「
三
重
川
の
図
」
の
場
所
の
候
補
と
し
て
三
滝
橋
、
思
案

橋
、
長
田
橋
を
挙
げ
な
が
ら
、「
だ
が
広
重
の
四
日
市
三
重

川
の
図
を
眺
め
て
い
る
と
、
初
夏
の
近
づ
い
た
曇
っ
た
空
か

ら
温
か
い
海
風
が
吹
い
て
い
る
。
時
々
突
風
と
な
っ
て
旅
人

の
傘

（
マ
マ
）を
飛
ば
す
。
こ
の
浜
風
は
急
に
凪
渡
っ
て
、
沖
に
白
く

立
ち
こ
め
た
濛
気
が
大
き
く
揺
れ
る
。
す
る
と
雲
烟
の
中
か

ら
御
殿
や
鳥
居
や
高
貴
な
行
列
が
現
れ
る
。
昔
か
ら
東
海
道

で
も
こ
の
地
方
だ
け
に
現
れ
る
『
那
古
の
渡
り
』
と
呼
ば
れ

る
蜃
気
楼
が
ち
か
づ
い
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
浜

風
吹
く
四
日
市
を
、
広
重
は
そ
の
得
意
と
す
る
魔
法
の
筆
を

使
っ
て
、『
東
海
道
五
十
三
次
』
な
る
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
の
中

に
描
き
出
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。」
と
、
湊
の
風
景

で
は
あ
る
も
の
の
、
広
重
の
想
像
の
産
物
で
は
な
い
か
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

橋
の
数

　
「
三
重
川
の
図
」
の
場
所
の
考
察
に
戻
り
ま
す
。
東
海
道

で
も
な
く
、
そ
こ
か
ら
見
え
る
風
景
で
も
な
い
と
す
る
と
、

一
体
ど
こ
な
の
で
し
ょ
う
か
。
あ
り
ふ
れ
た
風
景
の
よ
う
で

す
が
、描
か
れ
て
い
る
橋
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
が
分
か
れ
ば
、

解
決
の
糸
口
に
な
る
は
ず
で
す
。

　
江
戸
時
代
後
期
の
四
日
市
の
域
内
（
四
日
市
町
）
に
存
在

し
た
橋
は
、
延
絵
図
を
見
る
と
東
海
道
の
三
滝
橋
、
蒲が

ま
の
川

橋
の
他
に
、
浜
往
還
（
竪
町
通
り
）
の
思
案
橋
、
湊
橋
、
さ

ら
に
は
湊
橋
の
下
（
北
）
に
あ
る
小
さ
な
板
橋
の
五
つ
が
確
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認
で
き
ま
す
（
水
路
に
か
か
る
伏
せ
板
や
石
蓋
も
橋
と
さ
れ

る
場
合
は
あ
り
ま
す
が
、
見
た
目
で
橋
と
感
じ
る
ほ
ど
で
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
こ
こ
で
は
対
象
と
し
ま
せ
ん
）。

　
橋
は
社
会
資
本
で
あ
り
、
長
期
に
わ
た
る
維
持
管
理
も
必

要
な
た
め
、
生
活
上
不
便
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
う
簡
単
に

架
け
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
実
際
、
四
日
市
に
お

い
て
も
三
滝
川
に
架
か
る
橋
は
、明
治
二
十
四
（
一
八
九
一
）

年
に
慈
善
橋
が
下
流
部
に
架
け
ら
れ
る
ま
で
は
三
滝
橋
だ
け

で
し
た
。

　
前
述
し
た
よ
う
に
、
東
海
道
に
か
か
る
橋
と
考
え
る
に
は

橋
幅
が
狭
い
こ
と
か
ら
、
三
滝
橋
、
蒲
の
川
橋
は
除
き
、
残

り
の
三
つ
の
橋
か
ら
探
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
岡
野
氏
や
椙
山
氏
の
論
考
に
も
あ
る
よ
う
に
、
四

日
市
宿
以
外
の
南
北
に
延
び
る
東
海
道
の
ど
こ
か
の
橋
を
描

い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
な
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
う
で

あ
れ
ば
、
保
永
堂
版
の
画
面
か
ら
感
じ
る
寂
し
い
雰
囲
気
、

特
に
海
に
近
い
よ
う
な
雰
囲
気
を
感
じ
ら
れ
る
場
所
を
富
田

や
日
永
に
探
さ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
延
絵
図

を
見
る
限
り
そ
う
い
う
風
景
は
見
当
た
り
ま
せ
ん
。

　
東
海
道
に
直
行
す
る
浜
往
還
（
竪
町
通
り
）
は
四
日
市
町

の
中
心
部
を
東
西
に
通
っ
て
湊
ま
で
お
よ
そ
十
町
（
約
一
・

一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
の
距
離
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
道
に
あ
る

思
案
橋
と
湊
橋
は
、
延
絵
図
に
は
土
橋
と
し
て
描
か
れ
て
い

ま
す
。
三
滝
橋
と
同
様
に
、
約
三
十
年
前
に
土
橋
だ
っ
た
橋

が
規
模
の
小
さ
な
板
橋
に
な
る
と
は
考
え
に
く
い
こ
と
と
、

湊
と
四
日
市
町
の
中
心
部
を
結
ぶ
浜
往
還
は
人
通
り
の
多
い

道
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の
二
つ
の
橋
も
考
え
ら
れ

ま
せ
ん
。
最
後
に
、
湊
橋
の
北
に
位
置
す
る
小
さ
な
板
橋
が

残
り
ま
し
た
。
こ
の
場
所
を
よ
く
見
る
と
、「
三
重
川
の
図
」

に
見
ら
れ
る
よ
う
な
舟
が
停
泊
す
る
場
所
（
川
と
海
）
が
あ

り
、
砂
洲
の
上
に
は
茅
葺
の
よ
う
な
屋
根
の
民
家
も
あ
り
ま

す
。
つ
ま
り
、「
三
重
川
の
図
」
に
描
か
れ
た
全
て
の
要
素

が
こ
こ
に
は
あ
る
の
で
す
。

　
こ
の
板
橋
は
、
四
日
市
町
の
庄
屋
を
勤
め
た
井
島
家
の
史

料11

か
ら
も
確
認
で
き
ま
す
（
図
５
）。
保
永
堂
版
の
刊
行
時

期
に
近
い
天
保
三
（
一
八
三
二
）
年
以
前
と
考
え
ら
れ
る12

湊
改
修
の
計
画
図
に
描
か
れ
た
小
さ
な
橋
は
、
川
の
中
央
部

の
み
に
架
け
ら
れ
て
い
て
、
橋
に
は
両
岸
か
ら
の
墨
線
が
伸

び
て
い
ま
す
（
図
５–

２
）。
こ
の
墨
線
は
堤
を
表
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、迫
り
出
し
道
と
板
橋
と
い
う
「
三
重
川
の
図
」

に
描
か
れ
た
橋
そ
の
も
の
が
、
こ
こ
に
存
在
す
る
こ
と
が
判

明
し
ま
し
た
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、「
三
重
川
の
図
」
に
描
か
れ
た
橋
が
、

延
絵
図
や
井
島
家
の
史
料
に
描
か
れ
た
湊
橋
の
北
に
位
置
す

る
小
さ
な
橋
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
し
ょ
う
。

　
延
絵
図
を
詳
細
に
見
る
と
思
案
橋
の
東
側
の
納
屋
町
と
よ

ば
れ
る
一
帯
の
東
北
隅
に
板
橋
が
架
か
っ
て
い
ま
す
。
納
屋

町
は
漁
業
や
廻
船
な
ど
に
従
事
す
る
人
が
多
く
住
ん
だ
場
所

で
、
そ
の
東
（
海
側
）
に
で
き
た
砂
洲
上
に
民
家
が
建
ち
並

ぶ
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、橋
が
作
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

な
お
、こ
の
川
の
三
滝
川
に
並
行
す
る
部
分
は
、近
代
に
入
っ

て
工
場
を
建
て
る
た
め
両
岸
を
埋
め
立
て
た
の
で
川
幅
が
狭

く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
踏
ま
え
る
と
、
板
橋
は
現
在
の

稲
葉
橋
、
あ
る
い
は
そ
の
北
側
付
近
に
あ
っ
た
と
考
え
る
こ

図４　「東海道分間延絵図」四日市部分（複製・館蔵、原資料東京国立博物館蔵）」

図５−２　図５の
部分拡大。板橋に
取り付く堤（迫り
出し道）を表す墨
線。

三
滝
橋

蒲
の
川
橋

思
案
橋

湊
橋

浜
往
還

東
海
道

十
里
の
渡
し
場

札
の
辻

板
橋

民
家
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四
十
六
（
一
九
七
一
）
年
頃13

ま
で
に
開
栄
橋
以
北
の
運
河

が
埋
め
立
て
ら
れ
て
納
屋
公
園
が
作
ら
れ
、
新
栄
橋
は
納
屋

公
園
を
横
断
す
る
道
路
に
変
わ
り
ま
し
た
が
、
分
断
さ
れ
た

公
園
の
連
絡
通
路
と
し
て
道
路
中
央
部
に
小
さ
な
橋
（
約
三

メ
ー
ト
ル
）
が
架
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
が
、
昭
和
四
十
五

（
一
九
七
〇
）
年
に
架
け
ら
れ
た
稲
葉
橋
（
図
７
）
で
す
。

運
河
の
両
岸
か
ら
道
路
が
迫
り
出
し
小
さ
な
橋
に
つ
な
が
る

光
景
は
、
偶
然
と
は
い
え
「
三
重
川
の
図
」
の
よ
う
で
す
。

　
「
三
重
川
の
図
」
に
描
か
れ
た
板
橋
と
そ
れ
に
取
り
つ
く

土
止
め
を
し
た
迫
り
出
し
道
（
堤
）
は
、
本
来
な
ら
旅
人
が

通
る
は
ず
の
な
い
場
所
で
す
。
こ
の
よ
う
な
所
に
旅
人
を
描

と
も
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
一
般
的
に
橋
は
道
筋
の
一
部
で

も
あ
り
、道
筋
に
面
し
て
家
屋
が
建
ち
並
ぶ
よ
う
に
な
る
と
、

架
け
替
え
る
時
も
、
利
便
性
等
の
理
由
か
ら
同
じ
場
所
に
架

け
が
ち
で
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
稲
葉
橋
が
元
々
の
板

橋
の
場
所
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
量
し
ま
す
。

　
稲
葉
橋
は
、
昭
和
三
十
五
（
一
九
六
〇
）
年
改
訂
の
『
四

日
市
市
街
図
』（
図
６
、
文
化
興
業
社
発
行
）
に
は
新
栄
橋

と
あ
り
、
納
屋
運
河
の
上
に
架
か
る
約
二
十
メ
ー
ト
ル
の
橋

で
し
た
。
明
治
六
（
一
八
七
三
）
年
に
始
ま
っ
た
稲
葉
三
右

衛
門
に
よ
る
湊
の
修
築
で
、
湊
橋
は
掛
け
替
え
ら
れ
て
開
栄

橋
と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
後
に
板
橋
も
架
け
替
え

ら
れ
て
、
新
栄
橋
と
名
付
け
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
。
昭
和

図５　四日市町の庄屋、井島家に残された江戸時
代後期の湊改修計画図（館蔵）。湊橋（中央）の右
にある橋が延絵図の板橋と一致する。黄色は納屋
町の範囲、緑は新田、灰色は浅くなった湊部分。
湊機能を回復させるために川の浚渫をし、湊口の
付け替え（左下）と三滝川からの取水（右上）を
計画し、付け替え工事は完成した。枠囲いにある
橋（図 5 −２）は延絵図の板橋にあたる。

図６　『四日市市街図』（部分）に江戸時代の主要な道筋を落とし込
んだ。点線部分はすでに無くなった道。札の辻が宿場町の中心。江
戸時代後期の町は主要道路に沿って形成されており、東西に細長い
町だった。図４の延絵図では紙幅に制限があるため四日市町は南（左）
に向かって伸びているように描かれる。「三重川の図」は、湊橋から
北東方向を眺めた（矢印）風景と考えると、図７のように見える。

図
７　
開
栄
橋
か
ら
北
を
望
む
。ガ
ー

ド
レ
ー
ル
の
中
央
が
稲
葉
橋
。
コ
ン

ビ
ナ
ー
ト
の
煙
突
や
蒸
留
塔
が
、
舟

の
帆
柱
に
替
わ
っ
て
林
立
す
る
。

三
滝
橋

思
案
橋

東
海
道

浜
往
還

札
の
辻

開
栄
橋

新
栄
橋

（
稲
葉
橋
）

慈
善
橋

蒲
の
川
橋

十
里
の
渡
し
場

板橋推定地
湊
橋

絵の視点

北
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き
入
れ
た
の
は
、
東
海
道
物
の
浮
世
絵
と
す
る
た
め
の
広
重

の
工
夫
と
考
え
た
い
の
で
す
。
描
か
れ
た
場
所
は
突
き
止
め

ら
れ
ま
し
た
が
、
な
ぜ
こ
の
場
所
が
保
永
堂
版
で
四
日
市
の

風
景
と
し
て
選
ば
れ
た
の
か
に
つ
い
て
、
次
に
考
え
て
み
ま

す
。

東
海
道
の
も
う
一
つ
の
ル
ー
ト

　
東
海
道
に
は
正
規
の
街
道
と
、
旅
の
し
や
す
さ
な
ど
で
利

用
さ
れ
る
脇
街
道
が
あ
り
ま
し
た
。
今
切
の
渡
し
を
避
け
る

姫
街
道
、
七
里
の
渡
し
を
避
け
る
佐
屋
街
道
が
よ
く
知
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
七
里
の
渡
し
に
は
も
う
一
つ
の
脇
経
路
と
し

て
宮
宿
と
四
日
市
宿
を
結
ぶ
十
里
の
渡
し
（
図
８
）
が
あ
り

ま
し
た
。
十
里
の
渡
し
は
、
東
海
道

の
正
規
経
路
で
は
な
い
も
の
の
、
徳

川
家
康
に
免
許
さ
れ
た
由
緒
を
持
つ

幕
府
公
認
の
経
路
で
し
た
。

　

天
正
十
（
一
五
八
二
）
年
、
本
能

寺
の
変
に
際
し
て
、
泉
州
堺
か
ら
伊

賀
越
え
を
し
た
家
康
ら
一
行
を
、
船

で
知
多
ま
で
送
り
届
け
た
の
が
四
日

市
の
人
だ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
、
そ
の
縁
で
四
日
市
と
宮
宿
を

結
ぶ
十
里
の
渡
し
や
、
海
上
で
の
鳥
縄
漁
が
認
め
ら
れ
た
と

伝
え
ら
れ
ま
す14
。

　
宮
宿
か
ら
四
日
市
宿
へ
、
旅
人
が
船
で
乗
り
込
め
ば
、
宮

と
桑
名
を
結
ぶ
海
上
七
里
に
加
え
、
桑
名
か
ら
四
日
市
ま
で

の
陸
路
三
里
八
町
分
を
一
気
に
進
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ

れ
ゆ
え
十
里
の
渡
し
と
言
わ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

十
里
の
渡
し
場
か
ら
西
に
十
町
ほ
ど
行
く
と
東
海
道
で

す
。
そ
の
道
筋
に
架
か
る
の
が
前
述
し
た
湊
橋
と
思
案
橋
。

思
案
橋
は
伊
賀
越
え
の
際
、家
康
が
三
河
へ
帰
国
す
る
の
に
、

陸
路
を
と
る
か
海
路
を
と
る
か
で
思
案
し
た
場
所
と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
旅
人
が
十
里
の
渡
し
場
（
湊
）
か
ら
東
海
道
へ
向
か
う
途

中
、
湊
橋
か
ら
北
側
を
眺
め
る
と
、「
三
重
川
の
図
」
に
描

か
れ
た
板
橋
が
見
え
ま
す
。
広
重
は
、
船
で
四
日
市
に
着
い

た
旅
人
が
必
ず
通
る
湊
橋
か
ら
見
え
る
そ
の
風
景
を
、「
街

道
か
ら
見
え
る
風
景
」
と
し
て
、
東
海
道
物
の
題
材
に
ふ
さ

わ
し
い
と
考
え
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
保
永
堂
版
で
描
か
れ
た
風
景
の
う
ち
、
東
海
道
で
も
、
東

海
道
か
ら
見
え
る
風
景
で
も
な
い
と
考
え
る
「
三
重
川
の

図
」
は
、
他
の
宿
場
町
と
異
な
る
四
日
市
だ
け
に
あ
る
特
別

な
事
情
、
つ
ま
り
海
上
の
脇
経
路
と
し
て
使
わ
れ
る
十
里
の

渡
し
を
利
用
し
た
時
に
だ
け
見
え
る
特
別
な
風
景
だ
っ
た
の

で
す
。

な
ぜ
三
重
川
か

　
一
つ
残
念
な
の
は
、
こ
の
板
橋
が
架
か
る
川
（
前
述
の
納

屋
運
河
の
こ
と
）
は
阿あ

ぜ

ち
瀬
知
川
で
あ
っ
て
、
三
重
川
（
三
滝

川
）
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
岡
野
氏
同
様
、
湊
か
ら
川
を
渡
っ
て
東
海
道
に
向
か
う
そ

の
川
を
、
三
重
川
と
勘
違
い
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た

く
な
り
ま
す
。
し
か
し
勘
違
い
し
た
の
は
広
重
で
は
な
く
、

板
元
の
保
永
堂（
竹

た
け
の
う
ち内
孫
八
）で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。

　
東
海
道
物
の
浮
世
絵
は
保
永
堂
版
が
大
ヒ
ッ
ト
し
た
こ
と

を
受
け
、
そ
の
後
多
く
の
板
元
か
ら
い
く
つ
も
作
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
な
る
べ
く
同
じ
物
に
な
ら
な
い
よ
う
、
風

景
に
人
物
を
加
え
た
り
た
各
地
の
歴
史
や
名
所
な
ど
を
題
材

に
し
た
り
し
て
、
趣
向
を
変
え
て
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

際
に
、
名
所
図
会
等
の
版
本
を
参
考
に
し
て
い
る
こ
と
は
よ

く
知
ら
れ
て
い
ま
す15
。

　
例
え
ば
、
初
代
広
重
と
三
代
豊
国
が
描
く
『
双
筆
五
十
三

次
』
は
、
広
重
の
風
景
画
と
豊
国
の
人
物
画
を
一
枚
の
絵
に

描
い
た
も
の
で
す
が
、四
日
市
を
描
く
作
品
（
図
９
）
に
は
、

広
重
に
よ
る
四
日
市
湊
（
蜃
気
楼
）
と
、
豊
国
に
よ
る
二
人

の
絵
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、歌
舞
伎
「
軍
法
富
士
見
西
行
」

の
登
場
人
物
で
あ
る
西
行
と
娘
の
写う

つ
し
え絵

姫
で
す
。
な
ぜ
こ
の

二
人
が
四
日
市
の
絵
に
登
場
し
た
の
か
と
い
う
と
、
四
日
市

か
ら
北
西
に
五
里
の
所
、
朝
明
郡
田
口
村
（
現
三
重
県
菰
野

町
田
口
）に
西
行
庵
が
あ
っ
た
こ
と
が『
東
海
道
名
所
図
会
』

に
載
せ
ら
れ
て
い
た
か
ら
と
考
え
ま
す
。

　
ち
な
み
に
『
東
海
道
名
所
図
会
』
の
四
日
市
宿
で
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
る
項
目
は
、
諏
訪
神
祠
、
三
重
川
、
東
溟
山
建

福
寺
、
那
古
海
蜃
楼
、
垂
坂
観
音
、
志
氐
神
社
、
西
行
菴
蹟
、

名
物
煬や

き
は
ま
ぐ
り
蛤
、
町
屋
川
で
す
。
蜃
気
楼
は
広
重
に
取
り
上
げ

ら
れ
ま
し
た
が
、
人
物
で
は
広
く
知
ら
れ
た
西
行
が
こ
の
地

域
に
関
係
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
た
め
、
選
ば
れ
た
の
で

図９ 双筆五十三次 四日市
　　　　歌川広重、三代歌川豊国

図８ 七里の渡しと十里の渡し
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次
、
広
重
の
張
交
図
会
、
芳
艶
の
御
上
洛
東
海
道
、
二
代
国

貞
の
末
広
五
十
三
次
、
芳
虎
の
書
画
五
十
三
駅
の
十
二
枚
で

す
。
残
り
七
枚
の
う
ち
、
四
枚
が
日
永
の
追
分
、
一
枚
が
内

部
橋
、
二
枚
が
宿
場
町
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
三
重
川
の
図
」
と
同
じ
よ
う
な
構
図
は
美
人
東
海
道
と

天
馬
屋
版
で
す
。
人
物
東
海
道
（
図
10
）
に
は
橋
の
絵
は
な

い
も
の
の
、
よ
く
似
た
場
所
の
よ
う
で
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
四
日
市
宿
の
特
徴
と
し
て
湊
や
海
が
多

く
描
か
れ
、
橋
も
ま
た
三
重
川
を
描
く
際
の
モ
チ
ー
フ
と

な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
い
く
つ
か
の
作
品
は
三

重
川
を
手
前
に
大
き
く
描
き
、
奥
に
小
さ
く
帆
柱
を
描
く
こ

と
で
那
古
の
浦（
四
日
市
湊
）の
存
在
を
表
し
て
い
ま
す
。「
三

重
川
（
橋
）
と
湊
」
と
い
う
記
号
は
四
日
市
の
イ
メ
ー
ジ
と

し
て
定
着
し
、
後
世
の
人
が
「
三
重
川
の
図
」
の
場
所
を
三

滝
橋
だ
と
考
え
る
よ
う
に
な
る
の
も
う
な
ず
け
ま
す
。

　
次
に
多
い
日
永
の
追
分
は
、
伊
勢
参
宮
が
旅
の
目
的
と
な

り
や
す
く
、
人
々
に
受
け
容
れ
や
す
い
こ
と
と
、
東
海
道
と

参
宮
道
の
分
岐
と
い
う
四
日
市
の
特
徴
が
表
現
で
き
る
か
ら

も
あ
れ
ば
、複
数
の
絵
師
に
分
担
さ
せ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

そ
う
な
れ
ば
、全
体
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
必
要
が
あ
り
、

そ
れ
が
で
き
る
の
は
板
元
以
外
に
は
な
い
と
考
え
ま
す
。

　
「
三
重
川
の
図
」
の
題
の
由
来
に
な
っ
た
三
重
川
は
、
地

元
で
は
三
滝
川
と
呼
ぶ
た
め
に
名
所
と
し
て
の
意
識
は
希
薄

で
す
が
、『
東
海
道
名
所
図
会
』
や
『
伊
勢
参
宮
名
所
図
会
』

に
取
り
上
げ
ら
れ
、
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
に
ち
な
む
三
重
の
名
を

持
つ
川
と
い
う
こ
と
で
名
所
扱
い
さ
れ
た
と
考
え
ま
す
。
こ

れ
ら
版
本
の
情
報
を
し
っ
か
り
と
読
み
込
ん

だ
、
し
か
し
土
地
勘
の
な
い
人
物
（
お
そ
ら

く
板
元
）
が
、
広
重
の
描
い
た
図
を
見
て
、

三
重
川
を
描
い
た
も
の
と
早
合
点
し
て
題
名

と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

東
海
道
物
に
描
か
れ
た
四
日
市

　
最
後
に
、
広
重
が
「
三
重
川
の
図
」
で
描

い
た
場
所
が
、
そ
の
後
の
東
海
道
物
に
も
描

か
れ
て
い
る
の
か
を
確
認
し
て
お
き
ま
す
。

　
四
日
市
を
描
い
た
東
海
道
物
の
浮
世
絵
は

保
永
堂
版
以
後
で
、
三
十
種
類
を
超
え
る16

と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
表
２
は
そ
の
う
ち
の
代

表
的
な
十
九
枚
を
確
認
し
た
も
の
で
す17
。

　
湊
ま
た
は
那な

ご古
の
浦
が
描
か
れ
て
い
る
の

は
、
広
重
の
保
永
堂
版
、
国
貞
の
美
人
東
海

道
、
貞
広
の
天
馬
屋
版
、
三
代
豊
国
の
東
海

道
五
十
三
対
、
広
重
の
有
田
屋
版
東
海
道
、

広
重
の
人
物
東
海
道
、
広
重
の
五
十
三
次
名

所
図
会
、
広
重
・
三
代
豊
国
の
双
筆
五
十
三

し
ょ
う
。
こ
の
人
物
選
定
が
豊
国
自
身
に
よ
る
も
の
な
の
か

と
言
え
ば
、
お
そ
ら
く
は
板
元
（
丸
屋
久
四
郎
＝
丸
久
）
の

企
画
と
考
え
た
方
が
良
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
豊
国

は
前
名
の
国
貞
の
頃
、
文
化
十
二
（
一
八
一
五
）
年
に
歌
舞

伎「
増
補
富
士
見
西
行
」の
浮
世
絵
を
描
い
て
い
ま
す
の
で
、

こ
の
登
場
人
物
の
こ
と
は
知
っ
て
い
た
で
し
ょ
う
。し
か
し
、

そ
の
ス
ト
ー
リ
ー
に
四
日
市
と
の
関
連
性
は
な
い
の
で
す
。

　
東
海
道
物
の
浮
世
絵
は
、
一
人
の
絵
師
に
描
か
せ
る
場
合

制作年 作品　板元 風景 作者
天保 4 年 (1833) 頃 東海道五十三次　保永堂竹内孫八 四日市湊付近の板橋 歌川広重

天保 10 年 (1839) 美人東海道　佐野屋喜兵衛 背景が保永堂版 歌川国貞
（三代豊国）

天保 11 年 (1840) 狂歌入東海道　佐野屋喜兵衛 内部橋と采女村 歌川広重
天保 13 年 (1842) 行書東海道　江崎屋辰蔵、吉兵衛 日永の追分 歌川広重
天保年間 (1830~44) 天馬屋版五十三次　天馬屋喜兵衛 四日市湊付近の板橋 歌川貞広
天保 14 〜弘化４年
(1843~47) 東海道五十三対　小嶋屋重兵衛 那古の海蜃気楼 三代歌川豊国

弘化四年 (1847) 隷書東海道　寿鶴堂丸屋清次郎 日永の追分 歌川広重
弘化年間 (1844~48) 有田屋版東海道　有田屋清右衛門 三滝橋、那古の浦 歌川広重
嘉永元年 (1848) 蔦屋版東海道　蔦屋吉蔵 日永の追分 歌川広重
嘉永年間 (1848~54) 人物東海道　村田屋市五郎 四日市湊 歌川広重
安政 2 年 (1855) 五十三次名所図会　蔦屋吉蔵 三滝橋、那古の浦 歌川広重

安政 2 年 (1855) 双筆五十三次　丸屋久四郎 那古浦蜃気楼
軍法富士見西行

歌川広重
三代歌川豊国

安政 3 年 (1856) 東海道張交図会　山口藤兵衛 那古の浦蜃気楼 歌川広重
文久 3 年 (1863) 御上洛東海道　越村屋平助 三滝橋、那古の浦 歌川芳艶
文久 3 年 (1863) 御上洛東海道　未詳 日永の追分 歌川広重
慶応元年 (1865) 末広五十三次　大黒屋金之助、金次郎 那古の浦蜃気楼 二代歌川国貞
慶応元年 (1865) 東海道五十三駅　丸屋鉄次郎、広岡屋幸助 四日市宿の家並み 二代歌川広重
明治５年 (1872) 書画五十三駅　沢村屋清吉 蜃気楼、女人旅 歌川芳虎
明治 8 年 (1875) 東海名所改正道中記　山崎屋清七 高砂町貸席 三代歌川広重

図 10 「人物東海道 四日市」　歌川広重

表２　東海道物の四日市で描かれた風景
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で
し
ょ
う
。
ち
な
み
に
広
重
よ
り
先
に
東
海
道
物
を
描
い
た

葛
飾
北
斎
は
、
現
在
確
認
さ
れ
て
い
る
四
種
全
て
が
日
永
の

追
分
を
描
い
て
い
ま
す18
。

　
「
三
重
川
の
図
」
で
広
重
が
描
こ
う
と
し
た
の
は
、
賑
わ

い
と
は
対
極
に
あ
る
寂
寥
と
で
も
い
う
べ
き
雰
囲
気
で
し
た

が
、
保
永
堂
版
以
後
に
出
さ
れ
た
東
海
道
物
の
多
く
は
、
行

列
や
旅
人
で
賑
わ
う
風
景
に
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
絵
師
の
感

性
よ
り
も
、
売
れ
そ
う
な
作
品
を
作
る
板
元
の
方
向
性
が
優

先
さ
れ
た
と
み
る
べ
き
で
し
ょ
う
。
保
永
堂
版
の
中
で
、
庄

野
白
雨
、
四
日
市
三
重
川
、
蒲
原
夜
之
雪
な
ど
現
代
に
お
い

て
名
作
と
い
わ
れ
る
作
品
は
、
そ
の
後
の
東
海
道
物
で
は
賑

わ
い
を
感
じ
さ
せ
る
題
材
に
変
わ
っ
て
お
り
、
現
代
人
か
ら

見
る
と
、
ど
れ
も
同
じ
よ
う
な
作
品
に
見
え
ま
す
。
し
か
し

こ
れ
は
、
浮
世
絵
を
美
術
作
品
と
み
る
現
代
人
の
感
覚
と
、

当
時
の
人
々
が
浮
世
絵
に
求
め
て
い
た
も
の
と
の
間
に
隔
た

り
が
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
広
重
に
傾
倒
し
、
生
涯
に
東
海
道
五
十
三
次
を
三
度
も
旅

し
た
大
正
・
昭
和
に
活
躍
し
た
画
家
池
田
遙よ

う
そ
ん邨

は
、
昭
和
三

（
一
九
二
八
）
年
に
初
め
て
東
海
道
を
徒
歩
で
旅
し
、
京
都

か
ら
東
京
へ
向
か
う
上
り
旅19

で
書
き
溜
め
た
ス
ケ
ッ
チ
を

元
に
、
昭
和
六
（
一
九
三
一
）
年
に
「
昭
和
東
海
道
五
十
三

次
」
五
十
七
枚20

を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
そ
の
作
中
、
四
日

市
で
は
雪
景
色
の
開
栄
橋
を
描
い
て
い
ま
す21
（
図
11
、
以
下

「
開
栄
橋
の
図
」）。

　
遙
邨
が
広
重
の
作
品
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
感
じ

さ
せ
る
大
胆
な
構
図
で
、
開
栄
橋
の
橋
脚
を
大
き
く
手
前
に

描
き
、
そ
の
脚
元
の
運
河
に
は
小
舟
、
奥
に
は
相
生
橋
と
高

砂
町
、
稲
葉
町
の
家
並
み
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
橋
の
上
に

は
傘
を
さ
す
女
性
と
合
羽
を
着
た
子
の
二
人
が
描
か
れ
、
保

永
堂
版
で
描
か
れ
た
要
素
を
な
る
べ
く
取
り
込
も
う
と
し
た

よ
う
に
も
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
絵
は
、
遙
邨
が
昭
和
四
（
一
九
二
九
）
年
に
パ
リ
の

日
本
美
術
展
覧
会
に
出
品
し
た
「
雪
の
日
」
と
ほ
ぼ
同
じ
構

図
で
す
が
、「
雪
の
日
」に
描
か
れ
て
い
る
開
栄
橋
の
欄
干
や
、

蓬
莱
橋
は
省
略
さ
れ
、
橋
の
人
物
も
三
人
か
ら
二
人
に
な
っ

た
こ
と
で
、
構
図
の
大
胆
さ
が
よ
り
際
立
っ
て
い
ま
す
。
遙

邨
に
と
っ
て
、
四
日
市
で
見
た
こ
の
風
景
は
よ
ほ
ど
印
象
的

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　
「
開
栄
橋
の
図
」
に
描
か
れ
て
い
る
風
景
は
喧
騒
と
は
ほ

ど
遠
く
、
雪
景
色
の
中
、
舟
の
棹
取
り
の
音
ま
で
聞
こ
え
て

き
そ
う
で
す
。
強
い
風
が
葦
を
な
び
か
せ
る
音
が
聞
こ
え
る

よ
う
な
「
三
重
川
の
図
」
と
対
照
的
に
思
え
る
の
は
筆
者
だ

け
で
し
ょ
う
か
。

　

遙
邨
の
「
昭
和
東
海
道
五
十
三
次
」
は
『
東
海
道 

広
重

画
五
十
三
次
現
状
写
真
対
照
』
の
よ
う
に
、
広
重
が
描
い
た

場
所
を
探
す
も
の
で
は
な
く
、
か
つ
て
の
宿
場
町
や
東
海
道

を
歩
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
題
材
を
探
し
て
描
い
た
も
の

で
す
。
そ
れ
ゆ
え
、
四
日
市
の
風
景
を
三
滝
橋
で
は
な
く
開

図 11 「昭和東海道五十三次 四日市 
開栄橋」　池田遙邨　倉敷市立美術館
HP より

栄
橋
で
描
い
た
の
は
単
な
る
偶
然
な
の
か
、
は
た
ま
た
広
重

に
傾
倒
し
た
画
家
の
感
性
の
為
せ
る
仕
業
な
の
か
、
興
味
は

尽
き
ま
せ
ん
。

お
わ
り
に

　
広
重
が
実
際
に
こ
の
風
景
を
見
た
の
か
ど
う
か
は
、
今
後

の
研
究
を
俟
ち
た
い
と
思
い
ま
す
が
、こ
の
考
察
に
よ
っ
て
、

「
三
重
川
の
図
」
に
描
か
れ
た
場
所
は
現
在
の
稲
葉
橋
辺
り

で
あ
り
、
そ
の
視
点
は
湊
橋
付
近
に
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
あ
り
ふ
れ
た
風
景
と
思
わ
れ
た
「
三
重
川
の
図
」
を
丹
念

に
読
み
解
く
と
、
そ
こ
に
は
当
時
の
四
日
市
の
状
況
と
合
致

す
る
情
報
が
描
き
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
、
さ
ら
に

そ
れ
が
地
元
に
残
る
史
料
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
た
こ
と
は
、

こ
の
考
察
で
得
ら
れ
た
大
き
な
成
果
で
し
た
。

　
保
永
堂
版
を
は
じ
め
と
す
る
東
海
道
物
の
浮
世
絵
が
、
江

戸
時
代
の
人
々
の
支
持
を
得
た
の
は
、
旅
へ
の
憧
れ
を
持
つ

人
々
に
訴
求
す
る
情
報
、
そ
れ
は
単
な
る
イ
メ
ー
ジ
で
は
な

く
、
リ
ア
リ
テ
ィ
を
感
じ
さ
せ
る
価
値
あ
る
情
報
が
、
浮
世

絵
と
い
う
媒
体
を
通
じ
て
も
た
ら
さ
れ
た
か
ら
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
現
代
人
が
浮
世
絵
を
美
術
作
品
と
し
て
捉
え
る

の
と
は
異
な
り
、
当
時
の
人
々
は
、
そ
の
画
面
に
描
か
れ
た

情
報
を
自
他
の
知
識
、
言
い
換
え
れ
ば
「
江
戸
の
衆
知
」
と

で
も
言
う
べ
き
知
力
を
駆
使
し
て
読
み
解
い
て
い
た
の
で
は

な
い
か
と
い
う
思
い
を
、
こ
の
考
察
を
通
し
て
一
層
強
く
し

ま
し
た
。

（
ひ
ろ
せ　
た
け
し　
学
芸
員
、
副
館
長
）



10

後
註

1　
保
永
堂
版
以
外
に
も
、
歌
川
広
重
の
「
行
書
版
」「
隷
書
版
」「
狂

歌
入
」
と
通
称
さ
れ
る
東
海
道
物
が
知
ら
れ
て
い
る
。
他
に
も
歌
川

国
芳
ら
の
合
作
「
東
海
道
五
十
三
対
」、
広
重
・
三
代
歌
川
豊
国
合
作

の
「
双
筆
五
十
三
次
」、三
代
豊
国
の
「
役
者
見
立
東
海
道
五
十
三
駅
」、

三
代
豊
国
等
の
合
作
「
御
上
洛
東
海
道
」
な
ど
が
あ
る
。

2　
十
返
舎
一
九
の
『
東
海
道
中
膝
栗
毛
』
が
享
和
二
（
一
八
〇
二
）

年
に
刊
行
さ
れ
人
気
と
な
り
、
以
後
二
十
年
に
渡
っ
て
弥
次
喜
多
の

続
編
が
刊
行
さ
れ
た
。
ま
た
そ
の
後
も
『
方
言
修
行
金
草
鞋
』
が

文
化
十
（
一
八
一
三
）
年
か
ら
天
保
五
（
一
八
三
四
）
年
ま
で
の

二
十
二
年
の
間
、
刊
行
さ
れ
続
け
た
こ
と
が
、
人
々
の
旅
へ
の
興
味

を
惹
き
起
こ
し
た
と
考
え
る
。
文
化
七
（
一
八
一
〇
）
年
に
は
八
隅

盧
庵
が
『
旅
行
用
心
集
』
を
刊
行
、
文
政
十
三
（
一
八
三
〇
）
年
に

は
江
戸
時
代
最
大
規
模
の
お
蔭
参
り
が
起
き
て
い
る
。

3　
大
正
十
二
（
一
九
二
三
）
年
に
市
内
初
の
鉄
構
橋
に
架
け
変
わ
っ

た
た
め
、
木
造
最
後
の
三
滝
橋
。

4　
『
目
で
見
る
四
日
市
の
一
〇
〇
年
』
七
二
頁
。
東
光
園
版
五
十
三

次
の
写
真
は
、
カ
メ
ラ
レ
ン
ズ
の
画
角
と
人
間
の
視
野
の
差
に
よ
る

構
図
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
広
重
の
ア
ン
グ
ル
と
そ
っ
く
り
な
御

油
や
、
比
較
的
似
て
い
る
平
塚
な
ど
が
あ
り
、
写
さ
れ
た
風
景
が
広

重
の
描
い
た
場
所
だ
と
思
わ
せ
る
説
得
力
が
あ
る
。

5　
『
東
海
道
名
所
図
会
』
に
は
「
三
重
川
、
同
（
四
日
市
、
筆
者
注
）

駅
中
に
あ
り
、一
名
御
滝
川
と
い
ふ
。
或
は
三
滝
に
書
す
」と
あ
り
、『
伊

勢
参
宮
名
所
図
会
』
に
は
「
三
重
川
、四
日
市
の
町
内
石

（
マ
マ
）橋

あ
り
、（
中

略
）
俗
に
三
た
き
川
と
も
い
ふ
」
と
あ
る
。

6　

明
和
六
（
一
七
六
九
）
年
の
「
東
海
道
四
日
市
宿
浜
一
色
村
末

永
村
墨
引
絵
図
」（『
ふ
る
さ
と
の
絵
図
』
一
八
頁
所
収
）
に
は
、
御

滝
川
土
橋
の
長
さ
は
五
十
二
間
と
あ
る
。

7　

明
和
六
（
一
七
六
九
）
年
の
「
東
海
道
四
日
市
宿
浜
一
色
村
末

永
村
墨
引
絵
図
」（『
ふ
る
さ
と
の
絵
図
』
一
八
頁
所
収
）
に
は
、
東

海
道
の
海
蔵
川
に
か
か
る
橋
、
蒲
の
川
に
か
か
る
橋
、
御
滝
川
に
か

か
る
橋
（
全
て
土
橋
）
の
幅
は
、
そ
れ
ぞ
れ
二
間
半
、
二
間
、
三
間

と
あ
る
。

8　
『
四
日
市
市
史
研
究
第
九
号
』
所
収
、
引
用
部
分
は
七
四
頁

9　
『
旧
四
日
市
を
語
る
第
八
集
』
四
日
市
市
立
図
書
館
所
蔵

10　
『
四
日
市
市
史
研
究
第
十
五
号
』
所
収
、
引
用
部
分
は
五
六
頁

11　
「
四
日
市
湊
絵
図
」
井
島
文
庫
一
二
三
六
、四
日
市
市
立
博
物
館

所
蔵

12　
『
四
日
市
市
史
第
六
巻
絵
図
編
』
解
説
一
六
四
頁

13　
国
土
地
理
院
空
中
写
真
、
四
日
市
、
一
九
七
一
年

14　
「
廻
船
方
御
由
緒
書
」（
伊
島
文
庫
四
〇
二
、四
日
市
市
立
博
物
館

所
蔵
）『
四
日
市
市
史
第
十
巻
史
料
編
近
世
Ⅲ
』
四
二
〇
頁
所
収

15　

主
な
も
の
は
京
師
三
条
大
橋
、
大
津
走
井
茶
店
、
草
津
名
物
立

場
な
ど
で
、『
東
海
道
名
所
図
会
』
の
挿
絵
が
使
わ
れ
て
い
る
。
宮
熱

田
神
事
は
『
尾
張
名
所
図
会
』
の
一
の
鳥
居
と
端
午
馬
の
塔
の
挿
絵

が
使
わ
れ
て
い
る
。

16　
『
泗
水
の
イ
メ
ー
ジ
浮
世
絵
に
描
か
れ
た
四
日
市
』
参
照
。

17　

富
田
の
焼
蛤
が
描
か
れ
た
「
狂
歌
入
東
海
道
」
は
桑
名
宿
の
絵

で
あ
る
た
め
、
こ
こ
で
は
含
ま
な
い
。

18　
註
16
に
同
じ

19　

江
戸
時
代
は
京
都
へ
行
く
こ
と
を
上
り
、
江
戸
へ
行
く
こ
と
を

下
り
（
東
下
り
）
と
呼
ん
だ
が
、
明
治
に
入
り
、
天
皇
が
東
京
へ
移

る
と
、
東
京
へ
行
く
こ
と
が
上
り
と
な
っ
た
。

20　

京
都
と
東
京
に
、
そ
れ
ぞ
れ
御
所
と
宮
城
（
現
皇
居
）
を
加
え

た
た
め
。

21　

倉
敷
市
立
美
術
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
「
池
田
遙

邨
の
世
界
」
参
照
。
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